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11 税 金  
 

税務署（所得税・相続税・贈与税・消費税） 
 

名 称 所 在 地 電 話 番 号 最寄りの交通機関 

門 司 税 務 署 
〒８０１-８６０１ 
門司区西海岸一丁目３－１０ 
門司港湾合同庁舎 

０９３-３２１-５８３１ 
ＪＲ「門司港駅」 

バス「門司港駅前」 

小 倉 税 務 署 
〒８０３-８６０２ 
小倉北区大手町１３－１７ 

０９３-５８３-１３３１ 
ＪＲ「南小倉駅」  

バス「検察庁前」又は「大手町」 

若 松 税 務 署 
〒８０８-８６０６ 
若松区本町一丁目１４－１２ 
若松港湾合同庁舎 

０９３-７６１-２５３６ 
ＪＲ「若松駅」 

バス「弁財天前」又は「若松南海岸通り」 

八 幡 税 務 署 
〒８０５-８６０６ 
八幡東区平野二丁目１３－１ 

０９３-６７１-６５３１ 
ＪＲ「八幡駅」 
バス「市立八幡病院」又は「祇園一丁目」 

現在の相談は、①個別の質問、②一般的な質問で対応が異なっています。 

①の場合は、面接相談でお受けしていますので、事前に相談日時等を税務署へ予約してください。 

②の場合は、電話相談センターで対応しています。電話相談センターへの問い合わせは、税務署の

代表番号へ架けていただき、音声ガイダンスに従い「１」を選択してください。 

開庁時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：００ 

閉 庁 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

 

 

所得税の控除 ○身○知○精  
〔内容〕 

名 称 対 象 者 主 な 障 害 の 内 容 控 除 額 

障害者控除 

居住者本人 

①身体障害者手帳 ３～６級 

②療育手帳 「Ｂ」 

③精神障害者保健福祉手帳 ２・３級 

２７万円 

（特別障害者） 

①身体障害者手帳 １・２級 

②療育手帳 「Ａ」 

③精神障害者保健福祉手帳 １級 

４０万円 

扶養親族又は 

同一生計配偶者 

①身体障害者手帳 ３～６級 

②療育手帳 「Ｂ」 

③精神障害者保健福祉手帳 ２・３級 

２７万円 

（特別障害者） 

①身体障害者手帳 １・２級 

②療育手帳 「Ａ」 

③精神障害者保健福祉手帳 １級 

同居以外：４０万円 

同  居：７５万円 

※上記以外の方でも控除の対象となる場合があります。  

詳しくは税務署にお尋ねください。 

〔窓口〕 

税務署 
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相続税の控除 ○身○知○精  
〔内容〕 

障害者が相続により財産を取得した場合、税額の控除があります。 

名 称 主 な 障 害 の 内 容 税額控除の内容 

一般障害者 
 

控 除 

① 身体障害者手帳 ３～６級 

② 療育手帳 「Ｂ」 

③ 精神障害者保健福祉手帳 ２・３級 

８５歳に達するまでの年数に１０万円を乗じた金額

を相続税額から控除します。 

特別障害者 
 

控 除 

① 身体障害者手帳 １・２級 

② 療育手帳 「Ａ」 

③ 精神障害者保健福祉手帳 １級 

８５歳に達するまでの年数に２０万円を乗じた金額

を相続税額から控除します。 

※上記以外にも各障害者控除の対象となる場合があります。詳しくは税務署へお問い合わせく

ださい。 

〔窓口〕 

税務署（７５頁） 
 
 

贈与税の非課税（特定障害者扶養信託）○身○知○精  
〔内容〕 

特定障害者(※)の方の生活費などに充てるために、一定の信託契約に基づいて特定障害者を受
益者とする財産の信託があったときは、その信託受益権の価額のうち、特別障害者である特定
障害者の方については６，０００万円まで、特別障害者以外の特定障害者の方については３，０００万
円までの贈与税がかかりません。 

※特定障害者とは、①特別障害者及び②精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者などをいいます。 
 

〔窓口〕 
① 特定障害者扶養信託契約については各信託銀行等 
② 贈与税の非課税の申請は各信託銀行等を経由して特別障害者の納税地を所轄する税務署 

 
 

利子の非課税 ○身○知○精  
〔内容〕 

障害者等に該当する方の少額預金や少額公債については、一定の手続きを要件として、利子が
非課税になります。 

 制  度 預貯金等の種類  非課税限度額 

障害者等の少額預金の利子所得等の
非課税制度（通称マル優） 

銀行などの預貯金、合同運用信託、 
特定公募公社債運用信託、有価証券 

元本３５０万円 

障害者等の少額公債の利子の非課税
制度（通称特別マル優） 国債、地方債 額面３５０万円 

 
〔障害者等に該当する方〕 

① 身体障害者手帳の交付を受けている方 
② 療育手帳の交付を受けている方 
③ 精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている方 
④ 障害基礎年金、障害厚生年金、障害共済年金、労災等の傷病による障害年金、独立行政法
人医薬品医療機器総合機構法の障害年金、予防接種法の障害年金、特別障害者手当、障害
児福祉手当、経過的福祉手当の受給者 

⑤ 児童扶養手当の受給者である児童の母親 
（母であることを証する事項の記載がある住民票の写し、又は住民票記載事項証明が申し込
みの際必要です） 

⑥ 遺族基礎年金の受給者である被保険者の妻 

〔窓口〕 

各金融機関 
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消費税の非課税   
〔内容〕 
（１）社会福祉法に規定する社会福祉事業等として行われるサービスの提供 

例えば、「障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律」の障害者支援施設
を経営する事業（一部を除く） 

（２）身体障害者の使用に供するための特殊な性状、構造又は機能を有する物品の譲渡、貸付け等 
① 非課税となる資産の譲渡等は、身体障害者用物品の譲渡、貸付け及び製作の請負並びに身体
障害者用物品の修理のうち厚生労働大臣が財務大臣と協議して指定したものとなります。 

② 対象となる身体障害者用物品は、義肢、盲人安全つえ、義眼、点字器、車いす等で身体障害
者の使用に供するための特殊な性状、構造又は機能を有するものとして厚生労働大臣が財務
大臣と協議して指定したものです。 

（３）介護保険法の規定に基づく居宅介護サービス費の支給に係る居宅サービス及び施設介護サー
ビス費の支給に係る施設サービス等（利用者の選択による一部のサービスを除きます） 

〔窓口〕 
税務署（７５頁） 

 
 
 

県税事務所（自動車税(種別割・環境性能割)・個人事業税）者 
 

名 称 所 在 地 電話＜ファックス＞番号 最寄りの交通機関 

北 九 州 東 

県 税 事 務 所 

〒８０３-８５１２ 

小倉北区城内７－８ 

自動車税係 

０９３-５９２-３５０１ 

＜０９３-５９２-８９１３＞ 

事業税係 

０９３-５９２-３５１２ 

＜０９３-５９２-８９１３＞ 

ＪＲ「西小倉駅」 

バス「勝山公園」 

北 九 州 西 

県 税 事 務 所 

〒８０５-００６２ 

八幡東区平野二丁目１３－２ 

自動車税係 

０９３-６６２-９３１２ 

＜０９３-６８１-４５３２＞ 

事業税係 

０９３-６６２-９３１１ 

＜０９３-６８１-４５３２＞ 

ＪＲ「八幡駅」 

バス「祇園一丁目」 

開庁時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５ 

閉 庁 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 

 
 

個人事業税の非課税 ○身  
〔対象者〕 

失明又は両眼の視力（矯正視力）が０．０６以下の方（身体障害者手帳１級、２級及び３級の一部）
で、「あんま」、「マッサージ又は指圧」、「はり」、「きゅう」、「柔道整復」その他の医業に類す
る事業を営む個人 

〔窓口〕 
県税事務所 

 

 

個人事業税の減免 ○身  
〔対象者〕 

１級から４級の身体障害者手帳を所有し、前年の合計所得金額が３００万円以下の方 

〔内容〕 
年税額 １５，０００円までは全額減免となり、それを超える部分は１／２の額を減免します。 

〔窓口〕 
県税事務所 
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市税事務所 
 

名  称 所 在 地 担 当 
電話番号 

＜ファックス番号＞ 
最寄りの交通機関 

東部市税事務所【管轄：門司区、小倉北区、小倉南区】 

 

市 民 税 課 〒８０３-８５１０ 

小倉北区大手町１－１ 

（小倉北区役所内） 

市県民税 
０９３-５８２-３３６０ 

＜０９３-５６２-１０４３＞ 

ＪＲ「西小倉駅」 

バス「小倉北区役所前」 
軽自動車税（種別割） 

０９３-５８２-３５１７ 

＜０９３-５６２-１０４３＞ 

固定資産税課 
固定資産税 

（土地・家屋） 

０９３-５８２-３３７０ 

＜０９３-５６２-１０４１＞ 

門 司 税 務 課 
〒８０１-８５１０ 
門司区清滝一丁目１－１ 
（門司区役所内） 

市県民税 ０９３-３３１-０５１１ 
＜０９３-３２２-１４６０＞ 

ＪＲ「門司港駅」 

バス「門司区役所前」 
軽自動車税（種別割） 

小倉南税務課 
〒８０２-８５１０ 
小倉南区若園五丁目１－２ 
（小倉南区役所内） 

市県民税 
０９３-９５１-１０２３ 

＜０９３-９３２-１２１２＞ モノレール「北方駅」 

バス「小倉南区役所前」 
軽自動車税（種別割） 

０９３-９５１-００４３ 
＜０９３-９３２-１２１２＞ 

西部市税事務所【管轄：若松区、八幡東区、八幡西区、戸畑区】 

 

市 民 税 課 〒８０６-８５１０ 
八幡西区黒崎三丁目１５－３ 
（コムシティ内） 

市県民税 
０９３-６４２-１４５８ 

＜０９３-６４４-２２００＞ 

ＪＲ「黒崎駅」 

バス「西鉄黒崎バスセンター」 
軽自動車税（種別割） 

０９３-６４２-１４５２ 

＜０９３-６４４-２２００＞ 

固定資産税課 
固定資産税 

（土地・家屋） 

０９３-６４２-１４５９ 

＜０９３-６４４-５６３３＞ 

若 松 税 務 課 
〒８０８-８５１０ 
若松区浜町一丁目１－１ 
（若松区役所内） 

市県民税 
０９３-７６１-４１８２ 

＜０９３-７５２-１０３９＞ 
ＪＲ「若松駅」 

バス「若松区役所前」 
軽自動車税（種別割） 

八幡東税務課 
〒８０５-８５１０ 
八幡東区中央一丁目１－１ 
（八幡東区役所内） 

市県民税 
０９３-６８１-５８５１ 

＜０９３-６６３-１１７１＞ 
バス「八幡東区役所下」 

「八幡東区役所」 
軽自動車税（種別割） 

戸 畑 税 務 課 
〒８０４-８５１０ 
戸畑区千防一丁目１－１ 
（戸畑区役所内） 

市県民税 
０９３-８８１-２６８７ 

＜０９３-８７３-１１５７＞ 
ＪＲ「戸畑駅」 
バス「戸畑区役所前」 

軽自動車税（種別割） 

開庁時間 月曜日～金曜日 ８：３０～１７：１５（木曜日のみ１９：００まで【固定資産税課を除く】） 

閉 庁 日 土曜日、日曜日、祝日、年末年始 
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自動車税(種別割・環境性能割)・軽自動車税(種別割)の減免 ○身○知○精   

〔内容〕 

専ら障害のある人のために使用する自動車の自動車税（種別割・環境性能割）、軽自動車税（種

別割）が減免される場合があります。 

〔対象〕 

（１）障害のある人自らが取得又は所有している場合 

 自動車税（種別割・環境性能割） 軽自動車税（種別割） 

障害のある人

本人が運転す

る場合 

身体障害者手帳で次の等級の方 

・ 肢体不自由 

（上肢）１級～２級 

（下肢）１級～６級 

（体幹）１級～５級 

・ 心臓、腎臓、呼吸器、ぼうこう

又は直腸、小腸、ヒト免疫不全

ウイルスによる免疫、肝臓の各

機能障害 １級～３級 

・ 視覚障害２級の３、２級の４、 

３級の３及び３級の４ 

・ 聴覚、平衡機能、音声機能障害

２級～３級 

療育手帳「Ａ」及び「Ｂ１」の方 

精神障害者保健福祉手帳１級の方 

身体障害者手帳で次の等級の方 

・ 肢体不自由（上肢・下肢・乳幼児期

以前の非進行性の脳病変による運動

機能障害）１級～６級 

・ 肢体不自由（体幹）１級～３級、５級 

・ 心臓、じん臓、呼吸器、ぼうこう、

直腸、小腸の機能障害 １級又は３級 

・ 肝臓機能障害 １級～３級 

・ 視覚障害 １級～４級の１ 

・ 聴覚障害 ２級又は３級 

・ 平衡機能障害 ３級 

・ 音声機能障害 ３級 

（音声機能障害は、喉頭摘出による場合

に限る。） 

・ ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機

能障害 １級～３級 

療育手帳「Ａ」及び「Ｂ」の方 

精神障害者保健福祉手帳１級の方 

障害のある人

と生計を一に

する方などが

運転する場合 

対象となる障害名、障害の等級等に

ついては、上記と異なりますので、

県税事務所へお問い合わせくださ

い。 

療育手帳「Ａ」及び「Ｂ１」の方 

精神障害者保健福祉手帳１級の方 

身体障害者手帳で一定の等級以上の方

※対象となる障害名、障害の等級等につ

いては、上記と異なりますので、財政局

課税第二課へお問い合わせください。 

療育手帳「Ａ」及び「Ｂ」の方 

精神障害者保健福祉手帳１級の方 

（２）上記（１）以外の場合 

① 「自動車税（種別割・環境性能割）」＝三親等以内の同居の親族が取得、所有又は 

運転する場合など 

※対象となる障害名、障害の等級等については、県税事務所へお問い合わせください。 

② 「軽自動車税（種別割）」＝ 障害のある人と生計を一にする方が所有し、障害の 

ある人本人又は生計を一にする方が運転する場合 

※対象となる障害名、障害の等級等については、財政局課税第二課へお問い合わせく 

ださい。 

〔窓口〕 

・自動車税（種別割・環境性能割）・・県税事務所（７７頁） 

※減免額に上限が設定されています。詳しくは、県税事務所へお問い合わせください。 

・軽自動車税（種別割）・・・・・・・各区役所内の市税事務所市民税課又は税務課（７８頁） 

財政局課税第二課（戸畑区中原新町２-１） 

ＴＥＬ ０９３－８７３－０１０１（音声案内） 
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市・県民税の控除・非課税 ○身○知○精  
〔内容〕 

名 称 対 象 者 主 な 障 害 の 内 容 控除等の内容 

所

得

控

除 

障 害 者 控 除 本 人 

同一生計配偶者 

扶 養 親 族 

① 身体障害者手帳 ３～６級 

② 療育手帳 「Ｂ」 

③ 精神障害者保健福祉手帳 ２・３級 

所得控除 ２６万円 

特 別 障 害 者 

控 除 
① 身体障害者手帳 １・２級 

② 療育手帳 「Ａ」 

③ 精神障害者保健福祉手帳 １級 

所得控除 ３０万円 

同居特別障害者 

がいる場合の加算 

同居の同一生計配

偶者又は扶養親族 

特別障害者控除の額に

加えて２３万円が所得控

除されます。 

非 課 税 本 人 
身体障害者手帳、療育手帳、精神障害者

保健福祉手帳をもっている方 

分離課税とされる退職

所得等を除外した前年

中の所得が１３５万円以下

の方については市・県民

税に係る所得割及び均

等割が課されません。 

（令和４年４月現在） 

※上記以外の方でも、障害者控除対象者認定書の交付を受けている方など、控除の対象となる

場合があります。障害者控除対象者認定書については、８１頁をご覧ください。  

詳しくは区役所内の市税事務所市民税課又は税務課にお尋ねください。 

〔窓口〕 

各区役所内の市税事務所市民税課又は税務課（７８頁） 

 

 

固定資産税の減免 ○身○知○精  
固定資産税においては、次の条件すべてに該当する資産について減免の対象となる場合がありま

す。 

① 生活保護法の規定による扶助以外の公私の扶助を受けている者が所有する資産 

② 貧困（生計を一にする世帯全員の収入金額の合計額が基準以下）であると認められる者が所有

する資産 

③ 自ら居住する家屋及びその敷地 

 

詳しくは、資産の所在する区が、 

 

○ 門司、小倉北、小倉南の場合は、 

小倉北区役所内の東部市税事務所固定資産税課（７８頁） 

 

○ 若松、八幡東、八幡西、戸畑の場合は、 

八幡西区役所内の西部市税事務所固定資産税課（７８頁） 

 

までお尋ねください。 
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障害者控除対象者認定書の交付 
精神又は身体に障害のある６５歳以上の方で、障害の程度が知的障害のある人又は身体障害のある
人に準ずると認められる方等（又はその方を扶養している親族）に対し、「障害者控除対象者認定
書」を交付します。所得税及び住民税の障害者控除又は特別障害者控除を受けることができます。 

１．申請窓口 各区役所高齢者・障害者相談コーナー（７頁） 

２．申請から交付まで 数日を要します。 

【北九州市の介護保険の要介護認定を受けている方】 
申請書を提出すると、介護保険の要介護認定調査項目により審査され、知的障害のある人
等に準ずるものと認められた場合は、障害の程度に応じて障害者控除対象者として認定さ
れます。 

認定  認定基準 

障害者 知的障害者（軽度・中度）
に準ずる 

認知症度 
Ⅱ；日常生活に支障を来すような症状・行動や意志疎通
の困難さが多少見られても、誰かが注意していれば自
立できる。 

Ⅲ；日常生活に支障を来たすような症状・行動や意思疎
通の困難さがときどき見られ、介護を必要とする。 

特別障害者 知的障害者（重度）に準

ずる 

認知症度 
Ⅳ；日常生活に支障を来たすような症状・行動や意志疎
通の困難さが頻繁に見られ、常に介護を必要とする。 
Ｍ；著しい精神症状や問題行動あるいは重篤な身体疾患
が見られ、専門医療を必要とする。 

 

 

寝たきり年長者 寝たきり度 
Ｂ；屋内での生活は何らかの介助を要し、日中もベッド
上での生活が主体であるが、座位を保つ。 

Ｃ；１日中ベッド上で過ごし、排泄、食事、着替におい
て介助を要する。 

【北九州市の介護保険の要介護認定を受けていない方】 

申請の際に、指定医が発行する「身体障害者診断書・意見書（有料）」が必要です。ただし、
「身体障害者診断書・意見書」を取っても診断結果によっては対象とならない場合もあり
ますので、申請をお考えの方は必ず事前に区役所高齢者・障害者相談コーナーにてご相談
ください。「身体障害者診断書・意見書」により身体障害のある人に準ずると認められた場
合は、障害の程度に応じて障害者控除対象者として認定されます。 

認定 

 

 認定基準 

障害者 身体障害者手帳 

３～６級に準ずる 

身体障害者福祉法施行規則別表に掲げる 

３級～６級の障害に該当 

特別障害者 身体障害者手帳 

１～２級に準ずる 

身体障害者福祉法施行規則別表に掲げる 

１級～２級の障害に該当 

３．費用（自己負担額） 無料 

４．参考 

【所得控除額】≪詳しくは税の窓口でお尋ねください≫ 

 市 ・ 県 民 税 所 得 税 

障 害 者 ２６０，０００円 ２７０，０００円 

特別障害者 ３００，０００円 ４００，０００円 

同居の特別障害者 ５３０，０００円 ７５０，０００円 

【申告窓口】 

源泉徴収されている方は勤務先、その他の方は税務署（７５頁）もしくは区役所内の市税事
務所市民税課又は税務課（７８頁）です。詳しくは、それぞれ担当の窓口にお尋ねください。 
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